
本書“ACLS リソーステキスト”には大きく分けて 2つの目的がある。ひとつは，蘇生に関するコース受
講者を指導するのに必要な知識や患者ケアで実践する知識・技術をより掘り下げて理解を促すこと。も
うひとつは，優れたチームリーダーや相談者になるためのノウハウを提供することである。 

● Part 1では，“ACLS プロバイダーマニュアル”に掲載されている情報をさらに詳しく説明してお
り，基本的な ACLS の主要内容に関する根拠，背景情報，補助的なデータについて解説を加えて
いる。また，本書の読者が ACLSの主要情報を理解し，自ら説明ができるようになることも本書
の大きな目的である。Part 1 に示す背景知識を十分に理解することで，経験を積んだプロバイダー
（Experienced Provider, EP）としてふさわしい実力が身につくのである。  
● Part 2 は，複雑かつ特殊な状況での蘇生に対する知識をさらに強化するために，付加的な高度

ACLSを解説している。本書は読者の ACLS インストラクターとしての能力を上げるばかりでなく，
優れたチームリーダーや相談者になるための情報も提供している。

より優れたプロバイダー，より優れたインストラクター，より優れた結果を目指して

“ACLSリソーステキスト”
日本語版

ACLSスーパーテキスト

頁数：438頁，オールカラー
監修：日本 ACLS協会，日本循環器学会
発売：2009年 12月
定価：15,000円（本体 14,286円＋税）
発行：（株）バイオメディスインターナショナル

ACLSリソーステキスト Contents
序文

Part 1 Chapter 1 ACLS概論
 Chapter 2 心臓突然死：救命戦略 ― BLSと ACLSの統合
 Chapter 3 除細動
 Chapter 4 基本的な気道確保：換気，気道補助用具，循環補助用具とCPRとの統合
 Chapter 5 無脈性心停止：VF/VT
 Chapter 6 無脈性心停止：心静止/PEA
 Chapter 7 徐脈
 Chapter 8 安定している頻拍および期外収縮
 Chapter 9 脳卒中
 Chapter 10 急性冠症候群 ― STEMI

Part 2 Chapter 11 ACLS-EP概論
 Chapter 12 心血管系 Part 1：急性冠症候群，非 ST上昇心筋梗塞および不安定狭心症
   Part 2：心不全およびショックを合併する急性冠症候群
 Chapter 13 救急心血管治療における中毒学
 Chapter 14 特殊な状況での蘇生 Part 1：低体温
   Part 2：溺水
   Part 3：重症致死的喘息
   Part 4：アナフィラキシー
   Part 5：外傷による切迫した心停止と蘇生
   Part 6：妊娠中の心停止
   Part 7：感電と落雷による損傷
 Chapter 15 致死的な電解質異常と酸塩基平衡異常
Index

アメリカ心臓協会（AHA）ECC 最新教材
eccjapanheart.org


